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" 流 れ る固体〝 につい て
名大理 上 羽 牧 夫
通常, 固体の特徴としては,周期性をもっこと,かたいこと,流れないこと,などが
あげられる｡液体やガラスとくらべて表にしてみると次のようになる｡
周 期 性 か た い 流れない
ordinarysolid ○ ○ ○
glass × ○ ○
liquidcrystal(smectic) △ △ △



















































ハー ド･コアをもった Bose粒子の結晶を想定するo格子点Rgの近房 rβ(-Rβ+ug)
を中心に局在化した波動関数 IrE>からつくられる状態に運動を制限する｡この状態の
=Hamiltonian"は次のように書いてよいだろう｡















l B聖 m <reI<rmlv(- r′)Ir->tre, 誓 1 -a (6)
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"流れる固体〝について
誓 言 il? - 〟∑
1十 OE7 1十OL,Z
2 L 2
第 1項の 8 -mの部分は最後の項に含めた｡これを使って励起モー ドを調べることがで












存在しない ｡ 格子点から格子点-のとび移 りが大きくなると,エネルギー ･ギャッ
プが消失し巨視的な数の空格子点が発生する可能性がある｡ この空格子点が Bose
凝縮 をおこしODLRO が生じる｡ この場合には格子点の運動 とは別に結晶中での超流
動流がある｡ 励起スペクトルは図2のようにかかれる｡フォノン,特に横フォノンの音速
は小さくなり,ギャップを持った励起にかわって,凝縮体の振幅に比例した音速をもつ
モー ドが出現する｡このモー ドは凝縮体の出現に伴 うゲージ不変性の破れに対する
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上羽牧夫
Goldstoneモー ドであり,縦フォノンと強 く結合 し〔いる､
こうした結晶のふるまいに-:)いては, Andreev-Liftshitl1)や D7.yaloshinskil-りらによ-)
て一般的に研究 されている｡ 現実の固体- リウムでの超流動固体の可能性については議
論がわかれている川.





































































戸田 Relaxationtimeがspectrumをもっていて frequencyによって responseが異 る
ことも考えられる｡
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